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神経活動による 
酸素消費のために 
酸素需要が起こる 

赤血球中酸化ヘモグロビンの増加 
（毛細血管内へ 
の酸素供給反応） 

脱酸化ヘモグ 
ロビンの増加 
（細胞への酸素供給反応） 

グリア 
細胞 

O2移動 

神経細胞 

白質線維 
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①  酸素交換化学反応式 
　  酸素交換反応　HbO2→Hb＋O2 
　  酸素素通り　　HbO2→HbO2 
②  酸素交換波動方程式 
  　波動関数 
  　　Ψ＝ｆ（t）・g（t）＝L・e±ik＝L（cosk±i・sink） （1） 
 　波動振幅　 
 　　L＝f（t）＝［（ΔHbO2）2＋（ΔHb）2］0.5　　　 （2） 

  　波動位相（酸素交換度，k角） 
  　　g（t）＝e±ik＝cosk±i・sink　　　　　　　   （3） 
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照射と受光プローブを頭皮上に設置し 
非侵襲な近赤外光の利用 

光機能画素の定義 

脳酸素交換部位 

プローブの位置情報と計測対象の反応を 
利用して局所脳酸素動態を計る.

（前頭部と後頭部から選択的に光機能画素を
計測すると，外的な光刺激には，後頭部の画
素のみ酸素交換反応を示した（1）．） 


